
　
住
民
自
治
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る

理
念
や
原
則
、
方
針
等
を
明
ら
か
に
し
た
「
桂

川
町
自
治
基
本
条
例
」
が
平
成
26
年
９
月
町
議

会
定
例
会
に
お
い
て
修
正
可
決
さ
れ
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
桂
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

条
例
と
条
例
解
説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

桂
川
町
自
治
基
本
条
例
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附
則

　
私
た
ち
の
住
む
桂
川
町
は
、
緑
に
満
ち
た
自

然
豊
か
な
ま
ち
で
、
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
国
の
特
別
史
跡
王
塚

古
墳
を
始
め
、
大
小
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
、

古
代
か
ら
栄
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
中

期
以
降
は
、
我
が
国
最
大
の
筑
豊
炭
田
の
一
画

を
占
め
、日
本
の
近
代
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
基
本
的
人
権
と
平
和
を
基
礎
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、
人
づ
く
り
を
大
切
に
す

る
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
に
、

こ
の
桂
川
町
を
更
に
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
地
方
自

治
体
に
は
自
主
自
立
が
、
町
民
に
は
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
主
権
者
で
あ
る
町
民

と
町
が
、情
報
の
共
有
の
下
に
参
画
・
協
働
し
て
、

文
化
の
薫
り
高
い
心
豊
か
で
活
力
あ
る
桂
川
町

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
下
、
住
民
自
治
を
推
進
す

る
た
め
の
基
本
と
な
る
理
念
や
原
則
、
方
策
等

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
桂
川
町
の
礎
と
し

て
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　
　

第
１
章　

総
則

　
（
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
、
桂
川
町
の
自
治
の
基

本
理
念
及
び
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
権
利
及
び
責
務
、
議
会
及

び
町
長
等
の
役
割
及
び
責
務
並
び
に
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
が
主
体
の
自
治
の
実
現
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
条
例
の
位
置
付
け
）

第
２
条
　
こ
の
条
例
は
、
桂
川
町
の
自
治
の
基

本
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
、
議
会
及

び
町
長
等
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
他
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
規
程
の
制
定
、

改
正
及
び
廃
止
並
び
に
計
画
の
策
定
、
変
更

及
び
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
及
び
町
長

等
は
、
こ
の
条
例
と
の
整
合
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
（
定
義
）

第
３
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

⑴
　
町
民
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
以

下
「
住
民
」
と
い
う
。）、
町
内
で
働
く
人

及
び
学
校
に
通
う
人
並
び
に
町
内
に
お
い

て
事
業
を
行
う
法
人
等
を
い
う
。

⑵
　
町
　
議
会
及
び
町
長
等
の
執
行
機
関
を

含
め
た
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。

⑶
　
町
長
等
　
町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
を
い
う
。

⑷
　
参
画
　
町
民
が
政
策
の
企
画
、
立
案
、

実
施
及
び
評
価
並
び
に
見
直
し
の
過
程
に

主
体
的
に
関
わ
り
、
行
動
す
る
こ
と
を
い

う
。

⑸
　
協
働
　
町
民
、
議
会
及
び
町
長
等
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
及
び
役
割
分
担
を
尊
重

し
、対
等
な
立
場
で
相
互
に
補
完
し
合
い
、

協
力
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑹
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
行
政
区
並
び
に

地
域
性
及
び
共
同
意
識
を
基
盤
に
、
共
生

共
助
の
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
様
々
な
地
域
の
課
題
に
自
ら
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
町
民
に
よ
り
自
主

的
に
形
成
さ
れ
た
多
様
な
団
体
又
は
組
織

を
い
う
。

　
（
基
本
理
念
）

第
４
条
　
桂
川
町
の
自
治
の
主
体
は
、
町
民
で

あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

２
　
町
政
は
、
主
権
を
有
す
る
住
民
の
信
託
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
議
会
及
び
町

長
は
、
そ
の
信
託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
（
基
本
原
則
）

第
５
条
　
桂
川
町
の
自
治
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
基
づ
き
、自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
は
、

桂
川
町
自
治
基
本
条
例
が

　
　
　
　
　
　
制
定
さ
れ
ま
し
た
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